
























































































































































































知の活用、の 5 つにグループ化した。1 つのラベルは、1 つのグループにしか属さないものもあれば
複数のグループに属するものもある。








④　 ③で分類した 4 つのグループの各々について、②で抽出した9つのキーワードがどの程度記述内容に
含まれているかカウントして、量的なデータを作成した。












































































































































































































身近な素材による音遊びの授業実践記録の分析を通して―」東海学院大学研究年報第 3 号，pp. 49‒59
横山真理（2019a）「保育内容領域『表現』の授業における学生の気付きを促す『音の散歩道づくり』の教
材性」東海学院大学研究年報第 4 号，pp. 53‒64
横山真理（2019b）「『構成活動』を原理とした音楽科授業におけるイメージの発生過程の解明」名古屋大
学博士学位論文
追記.
　本稿は、日本保育学会第72回大会（2019年 5 月5日）での口頭発表「『音の散歩道づくり』の学習経験
における保育者のリフレクション教員免許状更新講習の開講科目「幼児の音楽表現」の実践分析-」をふ
まえ、研究内容を加筆・修正した。
　本稿は、東海学園大学研究倫理委員会の審査を経て執筆した（承認番号2019-18）。
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